
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
・
北
朝

鮮
・
中
国
の
脅
威

を
理
由
に
防
衛

予
算
を
現
在
の

倍
と
な
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
に
ふ
や
し

て
、
ア
メ
リ
カ
、

中
国
に
つ
ぐ
世
界

第
３
位
の
軍
事

大
国
を
目
指
す
方
針
が
既
定
の

も
の
と
さ
れ
、
そ
の
費
用
を
ど
の

よ
う
に
捻
出
す
る
の
か
が
国
会

議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、医
療
社
会
保
障
費
の
削
減

も
狙
わ
れ
て
、高
齢
者
の
医
療
介

護
負
担
の
増
額
や
ベ
ッ
ト
数
の

削
減
な
ど
も
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
▼
し
か
し
、軍
事
力
の
強
化
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
る

こ
と
が
、
国
を
守
る
上
で
真
に
役

立
つ
の
か
、
今
こ
そ
立
ち
止
ま
っ

て
、広
く
国
民
的
議
論
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
▼
憲
法
の
前
文
で

は「
日
本
国
民
は
恒
久
の
平
和
を

念
願
し
…
平
和
を
愛
す
る
諸
国

民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
」。
ま
た
９

条
で
は「
正
義
と
秩
序
を
基
調
と

す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求

し
、国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
武

力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行

使
は
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放

棄
す
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
▼

「
戦
争
の
準
備
を
す
れ
ば
戦
争
に

な
る
確
率
が
大
き
い
。平
和
を
望

む
な
ら
ば
戦
争
を
準
備
す
る
の

で
な
く
、平
和
を
準
備
し
た
方
が

い
い
」「
軍
拡
は
戦
争
へ
の
道
を
促

し
、戦
争
は
ま
た
さ
ら
に
大
き
な

戦
争
を
導
く
」戦
争
を
体
験
し
た

日
本
の
知
性
と
言
わ
れ
る
人
た

ち
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
▼
敵
基
地

攻
撃
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
で
、
北
陸

に
数
多
く
あ
る
原
発
を
狙
っ
た

攻
撃
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
不
可
能

で
あ
る
。石
垣
島
を
故
郷
と
す
る

患
者
さ
ん
は
、基
地
の
拡
大
強
化

が
、沖
縄
が
標
的
と
な
る
危
険
を

増
大
す
る
と
不
安
を
訴
え
る
。▼

戦
争
を
憎
み
、平
和
を
愛
す
る
心

は
一
握
り
の
権
力
者
を
除
け
ば
、

国
家
を
越
え
て
人
類
に
共
通
す

る
。
相
互
の
事
情
を
理
解
し
、話

し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
平

和
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
こ
そ
が
政
治
の
最
大

の
責
務
で
は
な
い
か
。

�

（
瀧
口
（
道
））

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ

ど
も
食
堂
を
幅
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
群
馬
県
の

私
学
こ
ど
も
課
と
複
数
の
こ

ど
も
食
堂
が
主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
20
以
上
の
団
体
が

参
加
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
飲

食
物
の
無
料
配
布
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
群
馬
中
央
医

療
生
協
は
「
親
子
な
ん
で
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
し
て
、
前

橋
協
立
病
院
の
小
児
科
齋
藤

耕
一
郎
医
師
・
小
林
助
産
師

を
含
む
職
員
６
名
で
健
康
相

談
を
行
い
ま
し
た
。
親
子
の

悩
み
事
や
こ
ど
も
達
か
ら
の

親
子
な
ん
で
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
好
評

質
問
に
答
え
た
り
、
聴
診
器

を
使
っ
て
血
圧
を
実
際
に
測

定
し
た
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
親
子
で
気
軽
に
体
験

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
組

合
員
さ
ん
は
来
場
し
た
こ
ど

も
た
ち
に
、
お
菓
子
や
歯
ブ

ラ
シ
を
配
り
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
齋
藤
医
師
・
小

「こども食堂フェア」に
参加して

助産師　小林　和恵

　今回健康相談というかたちの参加で、相談に来る人
はいるのかな～と思っていましたが、子どもから大人
まで途切れることなく相談がありました。考えてみれ
ば、特に子どもは病気やけがの時以外病院に来る事が
ありません。受診の時に、他の事を医師に聴くほどの
余裕はないなあと。内容は様々でしたが齋藤先生が丁
寧に対応しており、大盛況でした。
　物資支援を期待していらした方もおり、子どもを進
学させる余裕が無いと深刻でした。職員がすぐに食料
を取りに病院へ戻り、今後も相談にのる事になりまし
た。相談する場や情報を得る方法が分からず困ってい
る人がいる事に気づきました。当たり前に対応してい
る職員の方々がヒーローに見えました。
　今回は子育て世代の方を対象とした生協活動でし
た。まだまだ支援を必要としている方がいると思いま
す。幅広い世代を通して医療生協活動が広がると嬉し
いと思います。活動の重要性を改めて知る事となり、参
加出来てとても良かったです。

群馬中央医療生活協同組合　こどもの居場所支援事業
ひろせ川教室のパート職員・ボランティア募集中

　地域在住の子ども達に居場所を提供する支援事業です。
　学校帰りの子ども達が、家に帰る前に立ち寄ることのできる無料の
学童のようなイメージです。皆さんの特技や、やさしさを活かして子
どもたちが安心して繋がれる場所をつくりませんか。
勤　務　日：毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）15時〜19時
　　　　　　前橋市広瀬町３丁目の公営住宅１階
パート内容：・来訪した子ども達の見守り・鍵の開錠・施錠
　　　　　　・生協本部職員との連携
時　　　給：905円〜
お問い合わせ：群馬中央医療生活協同組合
　　　　　　　生協本部　組合員活動課　TEL027-265-3531（代表）

なんでも健康相談
小児科医　齋藤耕一郎

　当日は賑やかな雰囲気の中、たくさんのご家族が相
談に来てくれました。｢気になってはいるけれど、受
診するほどじゃないし｣と思うような質問が多かった気がします。�
ここでその一部をご紹介します。
Q１『どうしたら足が速くなれますか？』
　お子さんからの質問で多かったのがこれ。可愛らしい質問に、思
わず和んでしまいました。
A１｢もも上げの練習をたくさんするといいですよ｣
　正しい姿勢を身につけるだけで、今よりもっと速く走れるように
なります。
　親御さんからは、普段気になっていることや少し心配しているこ
となどを質問されました。
Q２『なかなか宿題に取りかかれません。促すと、かえってやる気
が下がってしまいます』
　親に｢やりなさい｣と言われても、｢今やろうと思っていたのに!｣と
反発され逆効果。
A２｢親もノートを持ってきて、同じ宿題をしてみるといいですよ。
連帯感や競争意識が生まれ、取り組みやすくなります｣
　親も同じ目線になってお手本となるのが効果的です。
　ほとんど途切れることなく相談は続き、あっという間に時間が過
ぎていきました。

　

１
月
29
日
（
日
）
群
馬
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル
に
て
、 

群
馬
県
主
催
の
「
中
毛
地
域
こ
ど
も
食
堂
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
、
２
０
０
０
名
以
上
の
方
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
中
央
医
療
生
協
は
「
親
子
な
ん
で
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
し
て
職
員
・
組
合
員
８
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

林
助
産
師
の

感
想
を
下
記

に
紹
介
致
し

ま
す
。

〜
群
馬
県
主
催
「
こ
ど
も
食
堂
フ
ェ
ア
」
に
参
加
〜

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2023.3.1 第683号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）

医療費でお困りの方ご相談ください
無料・低額診療事業を行っています
前 橋 協 立 病 院	 TEL:027-265-3511
太田協立診療所	 TEL:0276-45-4911
前橋協立診療所	 TEL:027-231-6060
桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601

683
3月号 / 2023年
群馬中央医療生活協同組合

定価　1部　30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）
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編　集　くらしと健康編集委員会
　　　　　　　　　http://www.kyouritsu.org/

TEL　027-265-3531
FAX　027-265-3532
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生活支える事業構想 2026新病院だより　NO. ４

組合員各位
2023年度総代選挙のお知らせ

　定款45条、46条及び総代選挙規約に基づき総代選挙を行います。総代定数、受付等は下記の通りとします。� （丁目は省略）
１、定数

１区

南町、六供町、文京町、天川町、天川原町、朝倉町、後閑町、上佐鳥町、下佐鳥町、中内町、西善町、橳島町、東善町、宮地町、山王町・
公田町、亀里町、下阿内町、下川町、徳丸町、鶴光路町、新堀町、房丸町、横手町、力丸町、広瀬町、女屋町、天川大島町、上大島町、
下大島町、上長磯町、下長磯町、野中町、東上野町、笂井町、小島田町、駒形町、上増田町、下増田町、小屋原町、飯土井町、泉沢町、
今井町、新井町、荒子町、荒口町、下大屋町、富田町、鶴が谷町、西大室町、二之宮町、東大室町

79人

２区

大手町、朝日町、表町、紅雲町、千代田町、本町、三河町、城東町、日吉町、幸塚町、上沖町、下沖町、西片貝町、東片貝町、三俣町、
江木町、荻窪町、石関町、上泉町、亀泉町、堤町、堀之下町、若宮町、岩神町、国領町、敷島町、住吉町、昭和町、平和町、緑が丘町、
川原町・小神明町、小坂子町、五代町、勝沢町、金丸町、高花台、鳥取町、端気町、嶺町、青柳町、荒牧町、川端町、北代田町、
上小出町、下小出町、上細井町、下細井町、関根町、田口町、南橘町、日輪寺町、龍蔵寺町、富士見町、大胡町、茂木町、堀越町、
横沢町、滝窪町、東金丸町、河原浜町、樋越町、上大屋町、鼻毛石町、柏倉町、市之関町、三夜沢町、苗ヶ島町、馬場町、大前田町、
粕川町、池端町、上青梨子町、清野町、総社町、高井町、大渡町、石倉町、下石倉町、問屋町、鳥羽町、元総社町、青梨子町、
大友町、大利根町、青葉町、朝日が丘町、江田町、川曲町、小相木町、後家町、上新田町、下新田町、新前橋町、稲荷新田町、箱田町、
古市町、前箱田町、光が丘町

60人

３区 伊勢崎市及び玉村町並びに1区、2区、4区及び5区を除く群馬県内の地域 12人
４区 太田市、館林市、大泉町、邑楽町、千代田町、明和町、板倉町 40人
５区 桐生市、みどり市 19人
６区 職域 ５人

合計215人

２�、群馬中央医療生協組合員で立候補される方または本人の承諾を得て立候補者を推薦する方は、所定の様式に必要事項を記載して総
代選挙管理委員長まで届け出て下さい。
３、届出期間は、2023年３月１日（水）～３月15日（水）までとします。
４、当選人の氏名は機関紙「くらしと健康」に掲載及び各事業所に掲示します。
　問い合わせ先　群馬中央医療生協�本部事務局　前橋市朝倉町830-1　TEL027-265-3531
　2023年２月６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬中央医療生活協同組合　総代選挙管理委員長　秋山ユミ子

健診ビジョン

◆ 働く世代から高齢者の健康をサポート
◆ 健診の重要性啓発と健診の拡充
◆ 保健指導の拡充
◆ 健診・医療・地域の健康づくり活動の連携

●働く世代から高齢者の健康をサポート
・ 前橋協立病院の使命として、地域住民の健康づくりのための

前橋市自治体健診事業を重視していきます。
・ 中小零細企業の健診受診者の受け入れのニーズに応えていき

ます。
・ 近隣の病院の健診事業一部縮小により増えることが予想され

る事業所健診に対応するなど、事業所健診の受け入れを拡大
していきます。

・ 高齢者や自営業者などの前橋市自治体健診受診者受け入れを
増やします。

●健診重要性の啓発
・ 前橋市の国保特定健診の受診率は35%程度、がん検診の受

診率は20%以下となっています。健診受診率を高めるため
の啓発に貢献していきます。

・ 健診を受けやすい環境づくりや予約を促すための予約システ
ムの検討をすすめます。

●健診・保健指導の拡充
・ 仕事の都合で受診や保健指導の時間が作れない働く世代への

対応として、休日や時間外に健診や受診ができる環境づくり
と職員体制の確保をすすめます。

・ 健診項目が一括で受けられる環境整備と医師体制を確立しま
す。

・ 健診当日に初回の保健指導が実施できるように保健師体制を
充実させます。

・ 食生活面では管理栄養士が保健指導に関わる体制をめざします。
・ 職員が心身ともに健康で働き続けられるための環境づくりを

すすめます。

●健診と医療・地域の健康づくり活動の連携
・ 健康診断と一般診療が相互に受けやすくなるようにしていく

ために、外来部門と健診部門の連携を充実させます。
・ 健診後に受診が必要な方を外来につなげることで、慢性疾患

管理などかかりつけ医として定期的にフォローできる体制を
構築します。

・ 健診結果の数値上では保健指導対象とならないグレーゾーン
の方については、医療生協の健康づくりや班会との連携で結
果説明や健康相談が受けられる仕組みづくりをすすめます。

・ 保健師をはじめ様々な専門職が医療生協
の健康づくり活動に主体的に関わること
を通して地域の健康増進に貢献します。

・ 事業所健診における保健指導の充実に向
けて、オンラインの活用や出張による保
健指導などの検討をすすめます。

⑵く　ら　し　と　健　康2023.3.1 第683号 　く　ら　し　と　健　康



3.11ふくしまを忘れない 帰宅困難区域津島地域の現状
福島視察に参加して

　
単
な
る
つ
ぼ
や
印
鑑
な
ど
に
、
あ
た
か
も
超
自
然
的
な
霊
力
が
あ
る
よ
う
に
、
言
葉
た
く
み
に
思
わ
せ
て
、

不
当
に
高
い
値
段
で
売
り
込
む
い
わ
ゆ
る
「
霊
感
商
法
」
に
関
す
る
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
お
金
を
支
払
え
ば
運
気
が
上
が
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
手
法
で
新
た
な
開
運
グ
ッ
ズ
の
購
入
や
祈
祷
サ
ー

ビ
ス
の
勧
誘
を
し
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
状
況
に
消
費
者
を
追
い
込
ん
で
高
額
な
契
約
を
さ
せ
る
な
ど
、
悪

質
な
勧
誘
行
為
に
よ
っ
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

「
霊
感
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
」

が
治
る
。
お
金
は
か
か
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
、
連
れ
て
行

か
れ
た
先
で
「
浄
霊
」
さ

れ
、
入
会
金
を
払
わ
さ
れ

た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に

あ
わ
な
い
た
め
に

①  

そ
の
場
で
す
ぐ
に
返
事

を
し
な
い

②  

自
分
一
人
で
は
対
応
で

き
な
い
と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
す
る

③  

勧
誘
時
に
恐
怖
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
警

察
に
も
相
談
す
る

不
審
に
感
じ
た
り
お

困
り
の
際
は
、お
住
ま

い
の
地
域
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
局
番
な
し
の

「
１イ

ヤ

ヤ

８
８
」）な
ど
の
相

談
窓
口
へ
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度 

群
馬
県

「
霊
感
商
法
特
別
法
律

相
談
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

実
施
期
間

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月
15

日
（
水
）

相
談
内
容

霊
感
商
法
に
よ
る
消
費
者
被

害
で
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
必
要
と
す
る
も
の
。

対　
　

象

県
内
在
住
者

費　
　

用

一
人
１
回
２
時
間
ま
で
無

料
※
事
件
の
処
理
を
受
任

す
る
場
合
な
ど
は
別
途
弁

護
士
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

申
し
込
み
先

消
費
者
被
害
対
策
ぐ
ん
ま

弁
護
団
（
０
２
７
・
３
７

２
・
９
１
１
９
）
※
事
務
局

　

弁
護
士
法
人
龍
馬

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
消
費
生
活
課
（
０
２

７
・
２
２
６
・
２
２
８
１
）

ト
ラ
ブ
ル
事
例

●
知
り
合
い
の
占
い
師
に

姓
名
判
断
を
し
て
も
ら
っ

た
ら
字
画
が
良
く
な
い
と

言
わ
れ
た
。
占
い
師
か
ら

は
、
先
祖
に
供
養
さ
れ
て
い

な
い
人
が
い
る
、
毎
日
先
祖

供
養
し
、
印
鑑
を
押
し
な
が

ら
心
の
中
で
願
う
よ
う
に

言
わ
れ
、
印
鑑
を
30
万
円
程

で
購
入
し
た
。
ま
た
、
家
族

の
幸
せ
の
た
め
に
追
加
で

印
鑑
を
作
っ
た
。
毎
月
料
金

を
支
払
う
こ
と
で
幸
せ
に

な
る
と
言
わ
れ
た
が
、
支
払

い
を
や
め
た
い
。

●
知
り
合
い
の
女
性
に
「
あ

な
た
の
病
気
が
心
配
。
病
気

群
馬
県
消
費
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

そ
の
６

　平和まちづくり委員会の福島被災地視察に参加してきました。2019年にも視察し、毎年行き
たいねと話が出ていたのですが、その後はコロナ禍で行けず、今年二度目がやっと実現しました。
　今回は帰宅困難区域の「浪江町津島」が解除されるということで津島に行くことがメインの
視察でした。
　浪江インターから一時間近くも山に入った津島地域は、満蒙開拓に行った人たちが命からが
ら帰ってきて、山の中を開拓し切り開いてきた土地です。そこで生活し、文化を紡いできた人
たちのすべてを奪ってしまった原発事故。事故以前は山も手入れされていたが10年も経つと荒
れ放題になってしまったという説明を聞いて、人も自然も文化も放置されてしまったんだなと
胸にこみあげてくるものがありました。
　線量の多い道端には除染作業員の人たちが作業をしていました。私たちは短い時間、診療所
や浪江町の人がバスで避難して泊まっていた旅館などを視察しました。「道を歩くときはなるべ
くアスファルトの上を歩いてください。枯葉の上は線量が高いです」と説明がありました。
　新築の役場の前に新しい住宅が数軒建っていました。帰宅困難区域が解除された後、戻って
くる人のために建てたものだと思いますが、何のインフラもないところに帰って来れるのか、
でも一刻も早く戻りたい人もいるのだろうなと複雑な気持ちになりました。
　帰りのバスの中で「ふるさと津島」というDVDを観ました。写真展の時に一度見ましたが、
家屋が取り壊されているところもあり様変わりした現地を見て、改めて怒りを感じました。津
島を含めすべての被災された人たちの生活を国の責任で、きちんと保証してほしいと心から思いました。� 理事　高橋喜代美

立ち寄ったPAには周辺の
放射線量を示すモニターがあった。

バス車内で測定した線量は
高い値を示した。

福島視察展示会のご案内
　群馬中央医療生協平和まちづくり委員会では、昨年11
月に３年ぶりとなる福島被災地視察を行いました。３月
11日を迎えるにあたり、視察の参加者からいただいた感
想や写真を展示し、福島について考える機会といたしま
す。ぜひ会場に足を運びご覧ください。

＜日時＞
　３月 ８日（水）～14日（火）前橋協立病院１F待合室
　３月13日（月）～24日（金）桐生協立病院診療所待合室

※ その他、各地区の事業所やたまり場などでも順次開催予定
です。

【お問い合わせ先】
群馬中央医療生活協同組合　生協本部組合員活動課

TEL027-265-3531

⑶ く　ら　し　と　健　康　 2023.3.1 第683号く　ら　し　と　健　康



フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

栄　

養

身
体
活
動

社
会
参
加

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
し
4
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
に

お
い
て
は
感
染
の
危
険
性

だ
け
で
な
く
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
り
、
活
動
が

減
る
こ
と
で
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
が
進
行
し
ま
す
。
外
出

の
機
会
が
減
り
歩
行
機
会

が
失
わ
れ
筋
肉
量
の
低
下

も
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
傾
向
は
フ
レ
イ

ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん

①��

お
い
し
い
も
の
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
た
、疲
れ

や
す
く
何
を
す
る
の
も

面
倒

②��

体
重
が
以
前
よ
り
減
っ

て
き
た
高
齢
期
の
や
せ

は
肥
満
よ
り
も
死
亡
率

が
高
く
な
り
ま
す
。65
歳

を
過
ぎ
て
病
気
で
も
な

い
の
に
痩
せ
て
き
た
ら
、

メ
タ
ボ
予
防
か
ら
フ
レ

イ
ル
予
防
へ
の
切
り
替

え
ど
き
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま
ず
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
日
々

の
習
慣
と
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
栄
養
、
身
体
活
動
、

社
会
参
加
を
見
直
す
こ
と

で
活
力
に
満
ち
た
日
々
を

送
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①��「
栄
養
」
食
事
は
活
力
の

源
で
す
。バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
３
食
し
っ

か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。ま

た
、お
口
の
健
康
（
口
腔

ケ
ア
）に
も
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

②��「
身
体
活
動
」
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

の
身
体
活
動
は
、筋
肉
の

発
達
だ
け
で
な
く
食
欲

や
心
の
健
康
に
も
影
響

し
ま
す
。今
よ
り
10
分
多

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

③��「
社
会
参
加
」
趣
味
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、就
労
で
外

出
す
る
こ
と
は
、フ
レ
イ

ル
予
防
に
有
効
で
す
。医

療
生
協
の
活
動
も
こ
こ

に
あ
た
り
ま
す
。

　

必
要
な
栄
養
素
を
ま
ん

べ
ん
な
く
と
る
た
め
に
は
、

多
様
な
食
品
や
料
理
を
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
主

食
（
ご
飯
・
パ
ン
・
麺
）
＋

主
菜
（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆

料
理
）
＋
副
菜
（
野
菜
・
き

の
こ
、
海
藻
料
理
）
を
組
み

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
特
に
た

ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く

質
、
糖
質
が
不
足
す
る
と
体

は
筋
肉
を
分
解
し
て
足
り

な
い
部
分
を
補
お
う
と
し

ま
す
。
す
る
と
、
全
身
の
筋

肉
が
減
り
足
腰
が
弱
く
な

る
こ
と
で
転
び
や
す
く
な

り
、
フ
レ
イ
ル
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
腎
臓
や
糖
尿
病
な
ど
疾

患
を
お
持
ち
の
方
は
主
治

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
て
、
出
か
け
て
、

笑
い
ま
し
ょ
う

　

あ
き
ら
め
て
い
た
体
や

心
の
衰
え
は
予
防
で
き
ま

す
。
や
り
た
い
こ
と
や
好
き

な
こ
と
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
栄

養
・
身
体
活
動
・
社
会
参
加
」

を
毎
日
の
生
活
に
取
り
入

れ
、
で
き
る
事
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

「ぶんいちいきいき
カフェ」

文京支部　　
　文京町一丁目の高齢者サロン「ぶんいちいきいきカフ
ェ」。2017年に始まりましたが、その時から、「考える方
向はピッタリだね。」「目指す方向はいっしょだね。」と、医
療生協も協力をしています。町民のコンサートや室内ゲー
ムなど、いろいろな企画があっていつも賑やかでした。
　協立病院のＰＴ（理学療法士）の『フレイル予防ってな
んだろう』が好評だったのが2018年５月。その後、春・
夏・秋・冬、年４回の「ぶんいち保健室」は医療生協が受
け持ち、いろいろな職種の職員が、講師となったり、健康
チェックを行なったりしています。
　コロナが収束しない今は、少人数で「ピンシャン！元気
体操」を続けています。また、自治会の要請で、運営スタ
ッフが、ネット
を使えない方へ
のワクチン予約
のサポートも行
っています。

＜お知らせ＞

花桃を楽しむ企画（桐生地区主催）
　みどり市東町小夜戸の「花桃街道」には約1,500本の花桃が咲きま
す。春の風に誘われ花桃を楽しみに行きませんか！

開催日　　　 ４月５日（水）
集合（予定）　①花輪駅(渡良瀬渓谷鉄道)　　午前10時
　　　　　　 ②花桃まつり会場（駐車場）　午前10時20分
　　　　　　 ※花輪駅から会場まで徒歩17分、車で４〜５分
＜お楽しみコース＞
①散策グループ……………まつり会場（駐車場）の周辺を散策する。
②ウォーキンググループ…�花桃街道を水沼駅まで約１時間のウォー

キング。
　　　　　　　　　　　　＊水沼駅には温泉があります。
＜お問い合わせ先＞
　桐生地区・組合員活動課　0277-55-5777(直通)

支部の

2018年11月撮影
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仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

ぬ
り
え
「
吊
る
し
雛
」

前
橋
市
　
星
野
貞
雄 

さ
ん

和
紙
ち
ぎ
り
絵

太
田
市
　
笹
尾
芙
美
江 

さ
ん

地域活動アラカルト

「桐生高校ニューイヤー コンサート」開催

今年も元気に過ごせますように。

カロムで楽しく交流！

休泊支部　森田久子　
　2023年1月17日　風もない晴天に恵まれ、太田休泊支部恒例
の石打こぶ観音ウオ—クを行いました。23名の参加です。
　八重笠の正龍寺に集合して、音楽伴奏の無いラジオ体操して
から出発です。片道約２㎞の道のりをおしゃべりを楽しみなが
らウオ—キング。最初にお参りしたのは、谷中観音、次にこぶ観
音です。
　こぶ観音とは子生（こぶ）を授ける、瘤（こぶ）が取れる、と、
言う事で子どもが欲しい人、不要なもの（瘤）（病）を取り除き
たい人など、多くの人がお参りします。私たちも今年一年の無病
息災をお祈りいたしました。
　そして次のお目当てはズラリとならんだ屋台です。買い求め
たお土産は、再び話しの種になり、あっというまに、正龍寺に着
きました。皆さん、今年も元気に過ごせますように。

大泉千代田支部　カロム班　班長　根本静子　
　１月27日（金）全国カロム普及振興会の理事２名が、ゆいの
家へ『カロム』の指導に来てくれました。
　みなさんは、カロムってご存知でしょうか？
　カロムは12世紀にエジプトで生まれたと言われている、おは
じきとビリヤードを併せ持ったような遊びです。カロムは、２人
または４人で遊びます。赤と緑の２色の玉があり、自分の色の手
玉で自分の色の玉をコーナーポケットに早く入れることを競い
ます。手玉がコーナーに入ったり盤外に飛び出すとペナルティ
が発生するスリルもあるので、ワクワク感・ドキドキ感にあふ
れ、とても盛り上がります。
　『カロム交流会』には９名の組合員が参加しました。自分の色
の玉がうまい具合にコーナーポケットへ入っても、一緒に自分の
色の手玉も入ってしまったりとうまくいきません。ペナルティが
発生すると、せっかく入った自分の色の玉を盤の真ん中へ出さな
いといけないのです。
　「入った〜！」
　と大騒ぎ！
　「出ちゃった〜！」
　と大騒ぎ！
　うまくいっても、失敗し
ても、みんなして盛り上が
れるのがカロムのいいとこ
ろです。老若男女が一緒に遊べるので、支部としてもカロムを広
めていこうと『カロム班』が誕生しました。

　１月28日(土)の土曜の午後、桐生協立診療所の外来待合室
を会場にニューイヤーコンサートを開催しました。診療所を
会場に、このようなコンサートを行うのは初めての試みでし
た。新型コロナの感染状況が改善されない中で、開催できる
か否かひやひやものでしたが、人数制限を行い無事に行う事
ができました。
　演奏は桐生高校の管弦楽部のみなさん。１年生と２年生の
14名でした。桐生高校の管弦楽部は、桐生女子高校を前身と
する県内でも数少ないオーケストラの部活動です。毎年桐生
市民文化会館で定期演奏会する他、全国レベルの演奏会に数
多く出場しています。
　今回は感染予防のため、弦楽器のみのアンサンブルでし
た。普段良く耳にするポピュラーソングからクラシックの名
曲までを８曲。一生懸命に演奏する高校生に大きな暖かいエ
ールが送られました。最後に「花は咲く」のアンコール演奏
に涙ぐむ観客もいました。今後も定期的な演奏会をして欲し
いという期待の声が寄せられました。

谷中観音前でハイポーズ

石打こぶ観音ウオーク
「花は咲く」に涙ぐむ
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
283
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
282
回
の
答
え
》

シ
ン
ネ
ン
カ
イ（
新
年
会
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

食
べ
放
題
の
メ
ニ
ュ
ー

２　

凍
結
し
な
い
程
度
の
温
度
で
の
保

存
。
…
…
室

３　

法
律
の
…
…
に
国
民
は
反
対

４　

商
店
街
の
抽
選
は
…
…
な
し

５　

失
敗
だ
と
思
っ
た
ら
、
結
果
は
よ

か
っ
た
よ
。
…
…
の
功
名

６　

雷
鳴
の
前
に
ピ
カ
ッ
！

８　

…
…
場
、
…
…
目
、
…
…
屋

11　

世
界
三
大
瀑
布
と
は
、
ナ
イ
ア
ガ

ラ
、
イ
グ
ア
ス
、
…
…
の
滝

13　

赤
ち
ゃ
ん
の
第
一
声

15　

末
広
が
り
を
意
味
す
る
、
縁
起
の

よ
い
漢
字

16　

細
部
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。
木
を
見

て
…
…
を
見
ず

17　

昔
の
中
国
王
朝
の
一
つ

18　

…
…
は
異
な
も
の
味
な
も
の

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

ロ
ー
マ
に
あ
る
世
界
最
小
面
積
の

国
。
…
…
市
国

４　

物
価
高
騰
で
…
…
は
赤
字
続
き

７　

着
る
も
の
で
す

８　

も
と
に
な
っ
た
の
は
万
葉
仮
名

９　

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
感
情
の
こ
と

10　

耳
や
鼻
が
専
門
で
す

12　

厚
…
…
、
待
…
…
、
冷
…
…

14　

モ
ン
ブ
ラ
ン
の
材
料
と
い
え
ば

15　

天
女
が
着
て
い
る
も
の

17　

長
所
で
す
。
私
の
…
…
は
積
極
的

に
行
動
す
る
こ
と

19　

文
殊
は
…
…
を
つ
か
さ
ど
る
菩
薩

で
す

20　

そ
れ
は
よ
い
考
え
で
す

283
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クロスワード

２
～
３
月
は
受
験
の
シ
ー
ズ

ン
。
一
生
懸
命
勉
強
し
た
受
験

生
は
み
ん
な
合
格
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
合
格
祝

い
な
ど
お
め
で
た
い
席
に
は
タ

イ
が
付
き
物
で
す
が
、
そ
の
お

め
で
た
い
タ
イ
が
群
れ
で
泳
い

で
い
る
観
光
地
「
鯛
の
浦
」
が

あ
る
都
道
府
県
と
は
？

〈
答
え
〉

千
葉
県
で
す
。
タ
イ
は
通
常

水
深
30
メ
ー
ト
ル
以
深
の
比
較

的
深
い
海
で
、
群
れ
る
こ
と
な

く
生
息
し
ま
す
が
、
鴨
川
市
小

湊
の
内
浦
湾
で
は
水
面
近
く
で

群
泳
。
鎌
倉
時
代
の
僧
、
日
蓮

新歳時記
クイズ

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

が
誕
生
し
た
時
か
ら
続
く
珍
し

い
光
景
と
い
わ
れ
ま
す
。
群
泳

は
観
光
船
の
船
上
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
タ
イ

の
漁
獲
量
（
養
殖
を
除
く
）
の

１
位
は
長
崎
県
。
以
下
、福
岡
、

島
根
、
兵
庫
、
愛
媛
県
な
ど
が

続
き
ま
す
。

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ロ
ー
マ
に
あ
る
世
界
最
小
面
積

　
　

の
国
。
…
…
市
国

４

物
価
高
騰
で
…
…
は
赤
字
続
き

７

着
る
も
の
で
す

８

も
と
に
な
っ
た
の
は
万
葉
仮
名

９

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
感
情
の
こ
と

10

耳
や
鼻
が
専
門
で
す

12

厚
…
…
、
待
…
…
、
冷
…
…

14

モ
ン
ブ
ラ
ン
の
材
料
と
い
え
ば

15

天
女
が
着
て
い
る
も
の

17

長
所
で
す
。
私
の
…
…
は
積
極

　
　

的
に
行
動
す
る
こ
と

19

文
殊
は
…
…
を
つ
か
さ
ど
る
菩

　
　

薩
で
す

20

そ
れ
は
よ
い
考
え
で
す

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

食
べ
放
題
の
メ
ニ
ュ
ー

２

凍
結
し
な
い
程
度
の
温
度
で
の

　
　

保
存
。
…
…
室

３

法
律
の
…
…
に
国
民
は
反
対

４

商
店
街
の
抽
選
は
…
…
な
し

５

失
敗
だ
と
思
っ
た
ら
、
結
果
は

　
　

よ
か
っ
た
よ
。
…
…
の
功
名

６

雷
鳴
の
前
に
ピ
カ
ッ
！

８

…
…
場
、
…
…
目
、
…
…
屋

11

世
界
三
大
瀑
布
と
は
、
ナ
イ
ア

　
　

ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
、
…
…
の
滝

13

赤
ち
ゃ
ん
の
第
一
声

15

末
広
が
り
を
意
味
す
る
、
縁
起

　
　

の
よ
い
漢
字

16

細
部
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。
木
を

　
　

見
て
…
…
を
見
ず

17

昔
の
中
国
王
朝
の
一
つ

18

…
…
は
異
な
も
の
味
な
も
の

　 　　　　　　   答え　「ゴウカクキガン（合格祈願）」

タ
イ
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お
正
月
に
よ
く
見
か
け
る
も

の
の
一
つ
、
七
福
神
。
お
正
月

の
間
に
七
福
神
を
祭
っ
た
お
寺

や
神
社
を
巡
拝
す
る
七
福
神
詣

（
巡
り
）
は
、
江
戸
時
代
に
盛

ん
に
行
わ
れ
た
風
習
で
す
。
宝

船
の
初
夢
で
も
知
ら
れ
る
こ
の

７
人
の
神
様
は
実
は
中
国
、
イ

ン
ド
、
日
本
の
混
成
チ
ー
ム
。

で
は
、
そ
の
中
で
唯
一
日
本
生

ま
れ
の
神
様
は
？

〈
答
え
〉

釣
り
ざ
お
を
肩
に
か
け
、
鯛

を
抱
え
た
恵
比
寿
（
え
び
す
）

で
す
。
古
く
か
ら
漁
業
の
神
や

商
売
の
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ

新歳時記
クイズ

て
い
ま
す
。
大
黒
天
、
毘
沙
門

天
、
弁
財
天
は
イ
ン
ド
、
福
禄

寿
、
寿
老
人
、
布
袋
は
中
国
の

神
様
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
福
神
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
室
町
時
代
に

聖
数
の
「
７
」
に
あ
て
て
組
み

合
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　 　　　　　　   答え　「シンネンカイ（新年会）」
七
福
神

パズル制作／ニコリ

クロスワード

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの６文字をうまく並

べてできる言葉は？　　　　　　　

                                                                                        　　（作・モロズミ勝）

　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

お
正
月
の
お
供
え
で
す

５

武
田
節
。
♪
…
…
の
山
々
～

７

…
…
川
は
欧
州
屈
指
の
国
際
河

　
　

川
。
ク
ル
ー
ズ
も
人
気

８

体
の
一
部
を
使
う
笛

10

山
や
陸
地
の
高
さ

11

気
が
か
り
な
こ
と

13

た
め
に
な
る
こ
と
。
そ
の
経
験

　
　

は
人
生
に
…
…
で
す

15

卵
黄
と
も
い
い
ま
す

16

仏
語
で
「
小
さ
い
」

18

最
近
書
く
人
が
減
っ
て
い
ま
す

22

手
塚
治
虫
の
漫
画
「
…
…
大
使
」

23

風
邪
の
症
状
の
一
つ

　
　タ
テ
の
カ
ギ

１

自
分
だ
け
で
歌
い
ま
く
り
ま
す
。

　
　

一
人
…
…

２

英
語
で
は
「
素
敵
な
人
」
の
意

　
　

味
で
す
。
ナ
イ
ス
…
…

３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
な
い
…
…
放
送

４

幼
い
頃
か
ら
の
…
…
の
友

５

千
枚
漬
け
の
材
料
で
す

６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
大
河
ド
ラ
マ
「
ど

　
　

う
す
る
…
…
」

９

木
材
の
小
片
。
パ
ル
プ
の
材
料

12

こ
の
商
品
名
は
う
ま
い
…
…
だ

　
　

ね
、
売
れ
る
は
ず
だ

14

ア
ラ
ジ
ン
の
持
ち
物
と
い
え
ば

15

映
画
や
映
画
館
の
こ
と

17

山
海
の
…
…
で
一
杯
！

19

筑
波
山
名
物
「
…
…
の
油
」

20

禁
…
…
、
貪
…
…
、
無
…
…

21

…
…
の
げ
っ
ぷ
は
温
暖
化
の
原

　
　

因
の
一
つ

クロス漢字ワード当選者��（①応募総数②正解者数③当選者）／ 281回①44通②43通③５名　モッちゃん（前橋市）　ばぁば（前橋市）　原とよ美（みどり市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　林恵利子（前橋市）　ビックブーメラン（前橋市）

（
敬
称
略
）

ね
こ
は
こ
た
つ
で
丸
く
な
る
と
言

い
ま
す
が
、
私
も
冬
休
み
寒
く
て

こ
た
つ
で
丸
く
な
っ
て
ま
す
。
体

を
動
か
し
て
健
康
に
気
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
太
田
市　

あ
か
り
ん
）

群
馬
中
央
医
療
生
協
が
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
話
題
を
取
り
上
げ
て

い
て
、
前
を
向
か
さ
れ
ま
す
…
。

高
齢
者
が
直
面
す
る
、「
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
」
制
度
の
事
。
又
、
誤

嚥
性
肺
炎
に
つ
い
て
等
、
死
亡
に

至
る
重
大
な
病
気
等
も
わ
か
り
や

す
く
書
い
て
あ
り
気
が
ひ
き
締
ま

り
ま
す
。（前

橋
市　

ね
ね
ち
ゃ
ん
）

２
０
２
２
ぐ
ん
ま
ま
る
ご
と
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
１
ヶ
月
間
取
り
組

み
ま
し
た
。
自
分
自
身
の
健
康
の

為
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
み
ど
り
市　

山
端
佐
代
子
）

ち
ょ
う
し
ん
き
（
丹
羽
）
を
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
あ
ら
た
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
、
ま
た
、
深
い
問
題
で

あ
る
の
で
色
々
の
方
面
か
ら
も
考

え
て
み
ま
す
。

（
前
橋
市　

江
口
和
子
）

今
年
の
寒
さ
は
「
半
端
な
い
」
で

す
が
、
私
な
り
に
工
夫
し
て
省
エ

ネ
生
活
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
１

月
分
の
電
気
量
・
ガ
ス
量
共
に
昨

年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
料
金

を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
何
と
５
千

円
も
高
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
会
の
先
生
方
は
こ
の
現
実
を
ど

う
理
解
し
て
い
る
の
で
す
か
。
せ

め
て
歳
費
を
返
上
す
る
位
の
意
志

さ
え
お
持
ち
で
無
い
の
で
す
か
？

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

「
年
越
し
協
立
ま
つ
り
」大
変
良
い

活
動
で
す
ね
。
ま
た
こ
の
活
動
の

す
ば
ら
し
い
所
は
、
支
援
す
る
側

と
さ
れ
る
側
で
は
な
く
、
み
ん
な

で
助
け
合
う
所
で
す
。
加
え
て
、

倉
林
さ
ん
の
営
業
力
の
大
き
さ
が

伺
が
わ
れ
ま
す
。す
ご
い
す
ご
い
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

昨
年
初
夏
太
田
協
立
診
療
所
の
特

定
健
診
か
ら
病
が
見
つ
か
り
関
節

リ
ウ
マ
チ
、
帯
状
疱
疹
と
さ
ん
ざ

ん
な
年
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
だ

け
が
取
り
得
と
自
負
し
て
い
た
こ

と
に
反
省
頻
り
、
幸
い
快
方
に
向

か
っ
て
い
ま
す
が
今
年
も
、
ガ
ン

検
診
・
特
定
健
診
し
っ
か
り
受
け

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
太
田
市　

雪
割
草
）

新
病
院
に
向
け
て
の
考
え
が
わ
か

り
ま
し
た
。
説
明
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（前

橋
市　

初
雪
さ
ん
）

〝
新
病
院
基
本
講
想
〟と
て
も
協
立

病
院
ら
し
く
と
て
も
楽
し
み
で

す
。年
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て
、

体
力
身
体
と
も
心
配
で
す
が
こ
れ

か
ら
も
お
世
話
に
な
り
た
い
し
、

私
自
身
も
、
参
加
・
協
力
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
。

（
前
橋
市　

ば
ぁ
ば
）

１
月
で
81
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、

毎
日
元
気
に
坂
道
を
自
転
車
で
立

ち
こ
ぎ
し
て
、
買
い
物
に
言
っ
て

い
ま
す
。

立
春
と
は
言
え
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
、
皆
様
も
体
に
気
を
つ
け

て
下
さ
い
。

（
桐
生
市　

元
気
バ
ー
バ
）

コ
ロ
ナ
は
終
わ
り
そ
う
も
な
い
し

食
料
品
も
値
上
が
り
で
苦
し
い
時

で
す
が
、
い
つ
か
な
つ
か
し
い
日

が
来
る
事
を
願
い
が
ん
ば
り
ま
し

ょ
う
。

（
前
橋
市　

ユ
ー
コ
）

３
月
下
旬
か
ら
４
月
初
め
に
か
け

て
岩
宿
遺
跡
周
辺
は
カ
タ
ク
リ
と

桜
が
楽
し
め
ま
す
。
可
憐
な
カ
タ

ク
リ
を
写
真
に
ど
う
ぞ
。

（
み
ど
り
市　

須
田
章
七
郎
）

第
154
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　

2023
・
2

春
の
日
に
友
の
頑
張
り
新
聞
で�

和
子

ハ
ン
チ
ン
グ
の
少
年
腕
に
白
梟�

星
子

こ
ろ
ん
で
も
追
ふ
竹
ト
ン
ボ
春
立
つ
日�

丑
男

す
こ
や
か
に
友
の
個
展
や
春
便
り�

麗
子

投
稿着

ぶ
く
れ
で
よ
ろ
〳
〵
歩
る
き
診
療
所

�

伊
藤
ミ
ツ

厨
房
で
男
が
惑
う
妻
の
風
邪

�

松
井
賢
一

老
い
て
今
心
に
響
く
歌
詞
の
意
味

�

石
田
俊
彦

ブ
ー
メ
ラ
ン
投
げ
て
幸
キ
ャ
ッ
チ
す
る

ミ
ス
タ
ー
ブ
ー
メ
ラ
ン

ひ
な
人
形
飾
り
て
祝
う
春
深
し

�

三
輪
ヒ
サ

待
ち
侘
び
て
い
つ
か
は
孫
と
豆
蒔
き
を

中
村
正
一

春
夕
焼
に
染
め
ら
れ
向
か
ふ
家
踏
か
な

中
島
毅

お
点
前
で
炉
に
さ
す
炭
の
茶
の
湯
な
り

�

金
子
純
代

【
俳
句
】

【
川
柳
】

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　

2023
・
2

節
分
や
昔
孫
と
投
げ
た
豆�

洋
子

白
れ
ん
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
散
歩
道�

ミ
ネ

如
月
は
ぬ
く
い
布と

こ団
か
ら
出
ら
れ
な
い�

あ
き
こ
ち
ゃ
ん

夕
日
さ
し
庭
に
一
輪
寒
椿�

あ
こ
ち
ゃ
ん

手
の
ひ
ら
の
餌
食は

む
小
鳥
山や
ま
ね
む
る眠�

章

心
配
の
種
は
尽
き
な
い
人
生
路�

松
ち
ゃ
ん

コ
ロ
ナ
禍
や
草
木
も
芽
吹
く
朝
の
風�

か
ず
ち
ゃ
ん

父
老
い
て
濡
れ
傘
杖
に
柿
を
買
う�

は
つ
ち
ゃ
ん

朝
日
浴
び
水
面
も
き
ら
き
ら
春
近
し�

Ｙ
ち
ゃ
ん

群
馬
中
央
医
療
生
協
の
活
動
を

日
々
更
新
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Twitter

Facebook
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理
事
会
だ
よ
り

●
１
月
21
日
（
土
）
定
数
30
名
中
28
名
の
出

席
で
第
８
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

①�

会
務
報
告

②�

専
門
委
員
会
報
告

③��

２
０
２
３
年
度
総
代
選
任
に
向
け
た
総

代
選
挙
に
関
す
る
件

④�

新
病
院
建
設
に
関
す
る
件

⑤�

年
度
末
月
間
の
取
り
組
み
に
関
す
る
件

以
上
、
議
案
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
出
席
者
５
名
と
併
せ
挙
手
を
含
め
確

認
ま
た
は
承
認

群馬中央医療生協はいま（2０23年1月末）
組　合　員� 3５，337人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，33５人
　太田・館 林 地 域　組合員：　５，82５人
　桐生・みどり地域　組合員：　3，０12人
　その他の地域　組合員：　　16５人

出　資　金� 9億8,48０万０,833円
一人平均出資金� 27，869円

組合員のみなさまへ
〜「住所不定組合員」名簿確認のお願い〜

　当生協からの案内（郵送物）が届かず、ご登録住所
が「不明」となっている組合員の方の名簿を、病院・
診療所内に掲示しています（２月１日〜３月31日ま
で）。名簿にお名前のある方、あるいは連絡先をご存じ
の方がいらっしゃいましたら、お手数ですが最寄りの
事業所または生協本部までお知らせください。
　転居をされていない場合でも、区画整理などにより
住所表記が変わられた場合、今後同じように住所不明
となってしまう可能性があります。お心当たりの方は
ご一報いただきますよう併せてお願いいたします。

生協本部 TEL：027-265-3531

地域のみなさんへ

医学生・看護学生奨学金制度のご案内
　前橋協立病院では、将来私たちと共に地域の医療
を担っていきたいという意志のある医学生・看護学
生の方に対して、就学の一助として奨学金の貸与を
行っています。
　興味がある方が身近にいらっしゃいましたら、ぜ
ひご紹介ください。

＜貸与額＞
医学科生　１～３年生　５万円
　　　　　４～６年生　６万円
看護学生　１～４年生　４万円

・�奨学金は他の奨学金制度を利用している方でも応募でき
ます。
・�卒業後、一定期間勤務することにより奨学金の返済が免除
されます。

【お問い合わせ先】
群馬中央医療生活協同組合　前橋協立病院
　〒371-0811�群馬県前橋市朝倉町828-1　TEL027－265-3511
　　医学生担当（黒澤）　E-mail：igaku-t@kyouritsu.org
　　看護学生担当（新井）　E-mail：s-arai@kyouritsu.org

群馬中央医療生協主催

2023年度　５.31ＷＨＯ世界禁煙デー

禁煙ポスター募集!!
作品を応募してくれた方全員に参加賞があるほか、
優秀賞に選ばれた作品には、景品を準備しています。

　５月31日は、世界禁煙デーです。
　たばこを吸うことは、本人だけでなく周りの人の体にも
たくさんの悪い影響があります。
　そのことをもっと多くの人に知ってもらう
ためのポスターを募集します。

応募締切：2023年５月12日（金）組合員活動課必着

応 募 要 項

・内容は禁煙を広く社会啓発するものとします。
・ 応募対象者は組合員および地域住民（学生含む）とし、年

齢制限はありません。
・ 応募サイズは、A ３・A ４サイズまたは四つ切もしくは八

つ切画用紙とします。
・ 作品の裏面に「学校名（学年）・住所・氏名（フリガナ）・

電話番号」を明記してください。
・ 応募作品の著作権その他一切の権利は群馬中央医療生協

に帰属するものとし、優秀作品（所属・氏名）は「くらし
と健康」等に掲載させていただきます。(応募作品は返却
しません)

【お問合せ先・送付先】
〒371-0811 前橋市朝倉町830-1

　　　群馬中央医療生活協同組合　生協事務局組合員活動課　
TEL 027-265-3531

転居・死亡した場合
★�転居して住所が変わったときや組合員（本人）
が亡くなられた等で名義を変更される場合は必
ずご連絡下さい。

★�手続きの際にはご用意いただくものがあります
ので、できれば事前にご連絡ください。

お問い合わせ先
生協本部　総務部

電話027−265−3531　　
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1 ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て
は
、

祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診） 半澤 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３） 萱間 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
浅見 浅見 浅見 浅見 浅見 浅見

午後
火・金		12:30～ 16:30
月・水		13:30～ 16:30
  木  		15:00～16:30

半澤
(奇数月第3）

＊歯科医の研修等で変更に
なることがあります。担当
制を希望される方は、お手
数ですが事前にお問い合わ
せ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっておりま
す、お電話で予約できます。
＊診療時間中の急患は随時
受け付けておりますので、
ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間
浅見

萱間（奇数月第3休診）
浅見

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

太田協立診療所太田市石原町927 ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
江田

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
加藤
服部

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

遠藤
小泉 小平 江田 須江

遠藤
加藤

（金のみ15：00～）
夜間

17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平
※�糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。
※�新型コロナウイルスワクチン接種のため、午後の診療時間が一部変更となる場合があります。

前橋協立病院 前橋市朝倉町828-1　　☎ 027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
科
／
総
合
診
療

午
前

初診 小　林修
平　山 保　田 小　野

高　柳 弘　中 宮　澤 大　宮

予
約
外
来

一般 瀧　口道 瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞

瀧　口道
宮　澤

（第１/２/３/５週）
小　野芳
高　柳

西　上（第４休診）
小　林修（第２/４/５週）

平　山

瀧　口道
瀧　口由
西　上

瀧　口道
西上（第４週）

専門
内科/心療内科：鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津
塵　肺：小　林
（第４週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

内科/心療内科：鈴　木
糖尿病運動療法：深　津

（第１/３週）

糖尿病：深　津
糖尿病・甲状腺：吉　川 内科/心療内科：鈴　木

内科/心療内科：鈴　木（第１/４/５週）
循環器：滝沢（第１週）
呼吸器：砂長（第３週）
糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

初診 須　藤 工藤瑞 大　宮 弘　中 須　藤

＊夜間は予約患者さん専用外来となります。
＊急患の方はいつでもご相談下さい。

予
約
外
来

一般
田ヶ原

瀧口由（第２/４週）
保田（第１/２/３/５週）

野　本 野　本（第２/４/５週）
三　浦章 小　林修（第１/３週） 田ヶ原

橋　爪洋

専門 循環器：金　古（隔週）
泌尿器（松尾/吉原）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：倉　林
肝臓：高　柳

循環器：石川（第１/３/５週）
循環器：金　古（隔週）
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第４週）

心療内科：鈴　木
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

夜間 予約外来 心療内科：鈴　木 三　浦章 西　上（第２・４週）
訪問
診療

午前 瀧　口由 齋　藤 瀧　口由 瀧　口由 保　田
午後 宮　澤 瀧　口由（第１/３） 宮　澤（第１/３） 岩　森（第３） 西　上（第２・４週）

嚥下外来 午後 矢　島賢

小児科

午前 一般 矢　島
佐　藤 矢　島 齋　藤 矢　島

齋　藤
矢　島
齋　藤

齋　藤
佐　藤

午後
予
約
外
来

専門
神経発達：齋　藤
（第２/４週）

精神衛生相談：角　田

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

神経発達：齋　藤

アレルギー：矢　島
（第１週休診）

精神衛生相談：角田

予防 予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

予防接種：齋　藤
（第３休診）

乳児健診・予防接種
齋　藤（第２・４週）

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 神経発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 小　松 小　松 小　松
（～11：00） 小　松・北　原 北　原 北　原（第１/３/５週）

西　出（第４週）産科
午後 婦人科 小　松 小　松 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 休　診 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森 岩　森（第４/５週休診）
午後 岩　森 岩　森 （岩森）※手術の場合は休診 岩森	※第３週休診 岩　森

骨 午前 茂　木	８：30～10：00

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田 休　診
午後 手　術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 坂　本 交替制
午後 腸 岡　野 橋　爪真 山　𥔎

健　診 午前 須　藤 伊　藤 矢　島 須　藤 須　藤
乳腺・甲状腺 担当医　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 大　島　ＡＭ

小児科受付時間 午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。午後14:00~16:00

2023年３月１日現在の診療体制
第２土曜日・日曜日・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日～１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28 ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前　月～金
9:00～12:00
土
9:30～12:00（18日、25日）
9:00～12:00

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

桑原
谷口

高柳（11:00まで）
井上

高柳（11:00まで）
桑原

４日：高柳
18日：井上
25日：谷口

午後
15:30～17:00 高柳 桑原 井上 井上 井上

夜間 高柳
17:00～18:30

高柳
17:00～18:00

午前・午後とも、予約制となっています。予約がない場合、待ち時間が長くなることがあります。ご了承下さい。
※	新型コロナウイルスワクチン接種の対応のため、午後の診療時間と土曜の診療体制の一部を変更しています。
※レントゲン：月～金曜日の午前中　＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
※休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・国民の休日　＊訪問診療を行っています。詳しくはお問い合わせください。

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第１・２)

西上（第１休診） 西上 鈴木(第４以外)
西上（第４） 小	林 西上(第１・3)

片岡（第４）
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 西上

（第２休診） 西上 西上 西上
（第1・３）

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第２・４週)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
外来受診送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

※第２土曜・
祝日

診療体制は毎月変わる可能性がありますので、受診の際は最新号の「くらしと健康」をご覧いただくか、事業所へお電話でお問い合わせ下さい。
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